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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　　　序




　本書は、二〇一一年五月二十五日に初回限定版、六月十五日に通常版を発売した『涼宮ハルヒの驚愕（前）（後）』にあわせて制作されたものです。第八回スニーカー大賞を受賞した『涼宮ハルヒの憂鬱』を第一作とする「涼宮ハルヒ」シリーズは二〇〇三年の刊行開始以来、多くの読者に愛されてきました。コミック、アニメ、ゲームなど幅はば広ひろく展開され、全世界での小説・コミックスを合わせたシリーズ累るい計けい部数は千六百五十万部となりました。

　今回初めて「涼宮ハルヒ」シリーズに触ふれる読者のために、本書では第一章「登場人物」、第二章「各巻詳解」にて分かりやすくハルヒの世界を紹しよう介かいしています。またシリーズ開始当初からの愛読者にも楽しめる内容として、第三章「質疑応答」では谷川氏といとう氏へのＱ＆Ａを、第四章「原稿再録」では雑誌「ザ・スニーカー」でしか読めなかった谷川流氏の寄き稿こう文「a study in August」を、第五章「座談雑談」ではお二人と担当編集者の座談会を収録しました。

　本書が「涼宮ハルヒ」シリーズを愛してくれる方々に少しでも新たな楽しみをもたらすことができたら、これに勝る幸いはありません。
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谷川 流　編





01．『涼すず宮みやハルヒ』シリーズの中で一番好きな（もしくは印象深い）キャラクターは？




──ハルヒです。彼女の存在から全てが始まり、そして終わるでしょうから。







02．では一番好きなエピソードは？




──強いて言えば『笹ささの葉ラプソディ』でしょうか。あの短編があったおかげで『消失』が書けたという意味で。







03．シリーズタイトルを考えるとき、何かご自分の中で規則のようなものがありますか？




──『涼宮ハルヒの○○』の○○に入る部分は、作品内容とあわせつつ、ミスディレクションとしてネガティブなイメージを持つ単語を入れています。







04．ハルヒ、長門、みくるはどういった流れで生まれたキャラクターだったのでしょうか。




──正体は最初からあったものでした。性格は、ハルヒがハイテンションなので、対応する形でローテンションな長門、その中間の朝あさ比ひ奈なさん、というふうに自然となりました。







05．宇宙人、未来人、超ちよう能のう力りよく者、異世界人の中で、誰だれが一番強いと思う？




──何をもって最強とするかの基準にもよりますが、やはり人間が一番強いだろうと考えています。







06．ハルヒのコスプレイヤーにアドバイスをお願いします。




──好きなものを好きなようにするのが一番精神衛生上よいのではないかなと思います。







07．続刊で新しいキャラクターが登場する予定は？




──内ない緒しよです。







08．今後の執しつ筆ぴつの構想は？




──極秘です。







09．ＳＯＳ団の卒業後の進路は？




──秘密です。というより、僕にも解りません。







10．自分がＳＯＳ団の誰かに似ていると思う？




──ＳＯＳ団に限らないのであれば、たぶん谷口です。理想は古泉なのですが、彼の立ち位置は僕には務まりそうにないですね。







11．ハルヒは季節行事を大切に考えていますが、谷川先生の今年の夏の予定は？




──春夏秋冬を通して何か特別なことをする風習はありません。たまに今が何月何日の何曜日なのかすら忘れます。







12．一番忘れられない夏がありましたら教えて下さい。




──高校二年生あたりの夏でしたでしょうか。まったく外にでることも勉強もせずにひたすらノートに手書き小説を書いていました。今思い起こせば赤面するしかありません。







13．『陰いん謀ぼう』のあとがきで「謎なぞの電波ノート」について書かれていましたが、どんなノートなのかもう少し教えてもらえますか？




──中学生時代から付け始めたネタ帳のようなものです。小説のネタになりそうな思いつきのメモ書きや、日常を過ごしていてふと疑問に思ったことなどが脈略なく書いてあるノートで、もう十数年も続いており、とっくに何冊にもなっていますが、今読み直していても特に面白くない……というか、あんまり読み返したくもないシロモノでしょうね、きっと。何が書いてあるかのもすでに忘ぼう却きやくの彼方かなたに遠のきつつあります。







14．好きな本のジャンルは？




──海外ＳＦと日本の本格ミステリです。







15．好きなゲームの種類は？




──戦略シミュレーションと、シューティングゲームです。







16．好きなスポーツは？




──アメリカンフットボール。もちろん観戦のみですが。







17．好きな食べ物は？




──辛からいカレー。







18．嫌きらいな食べ物は？




──生卵となすび。







19．好きな煙草たばこの銘めい柄がらは何ですか？




──煙けむりが出れば何でもいいんじゃないでしょうか。







20．好きなお酒の種類は？




──ビール。







21．好きな映画を教えて下さい。




──『ヒドゥン』とか『キリング・タイム』とか。







22．ペットを飼っていますか？




──オスではありませんが三み毛け猫ねこがいます。もう二〇年近い付き合いですね。







23．執筆中に音楽を聞きますか？




──執筆は基本的に無音で行います。静かな環かん境きようでないと集中できないので。







24．執しつ筆ぴつ時に欠かせないものといえば？




──お茶と国語辞典。







25．執筆中に悩なやんだ時は、どうしますか？




──あきらめて寝ねるか、風ふ呂ろに入ります。







26．どんな学生時代を過ごしましたか？　ＳＯＳ団のような学生生活だった？




──そんな経験がないからこそ、ＳＯＳ団が生まれたのではないかな、と今はそう思います。でも文化祭の準備はやっぱり楽しかったですね。







27．高校時代の何か特別な思い出があったら教えて下さい。




──驚おどろくほど何にもなかった三年でした。校則違い反はんの自転車通学を三年間押し通していたくらいでしょうか。







28．では高校の学園祭での思い出は？




──美術部としての活動しか覚えていないなあ。あとどこかのクラスの焼きそば屋に入ったらなかなか料理が出てこなかったこと。







29．学生時代、一番好きだった科目は？




──世界史。







30．麻マー雀ジヤンを打つ時のスタイル、ポリシーは？




──場を乱さないこと。







31．今まで麻雀で出したことがある一番すごい役は？




──ラス目のオーラスで上がった逆転の小四喜。







32．初めてバイクに乗ったのは何歳の時？




──確か二十二歳くらいで先せん輩ぱいから貰もらったボロいＦＺＲ。







33．今乗っているバイクの種類は？




──ちょっと前に廃はい車しやにしたので今はありません。







34．初はつ恋こいはいつ？　どんな人だった？




──幼よう稚ち園えん……いや小学生……いや中学一年生だったかの何かちょっと天然っぽい人だったような……。つまりよく覚えていません。







35．初めて小説を書いたのはいつ？　どんな内容だった？




──中学一年生の時に書いたクラスメイトのＮ君を主人公にしたショートショート不条理ギャグ。ちなみにまったく受けなかった。







36．メガネ派ですか、コンタクト派ですか、裸ら眼がんですか？




──裸眼[image: →]眼鏡[image: →]コンタクト（紛ふん失しつ）[image: →]眼鏡という遍へん歴れきを辿たどって今に至ります。







37．今の携けい帯たい電でん話わの待ち受けは？




──いとうのいぢさんの東日本大だい震しん災さいチャリティーハルヒ。







38．アパレルショップの店長をしていた頃ころの思い出で、忘れられないエピソードは？




──アルバイトの女の子が出勤してこないので電話したら、いま兄貴とケンカしているので遅おくれると言われたこと。







39．ペンネームの由来を教えてください。




──ものごっつい適当につけたことを今では後こう悔かいしています。たまに「ナガレ」とか「リュウ」とか読まれるのですが、僕自身、「たにがわりゅう」と書いて変へん換かんさせているので別にいいと言えばいいですね。







40．スニーカー文庫編集部の初代担当との思い出を教えて下さい。




──結けつ婚こんされてからの嫁よめ自じ慢まんと犬自じ慢まんを本当に嬉うれしそうに語ること。あやかりたいものです。







41．現担当とのやりとりで何か印象に残っていることがあれば教えて下さい。




──原げん稿こうの直しの指し摘てきで、どこをどう直すべきかと聞き直したら、五分くらい黙だまって考え続けていらっしゃったこと。







42．生活スタイルは朝型or昼型or夜型？




──超ちよう深夜型です。ミッドナイト・プラス・10くらいの。







43．二〇一一年五月現在、今一番欲しいものは？




──猫ねこ好きで掃そう除じの得意な新幹線にも一人で乗れるメイドロボ。







44．好きな歴史上の人物はいますか？




──曹そう操そう。







45．自由に過去へ行けることになったら、何年前のどこに行き、何をしますか？




──一九九四年のイモラ・サーキットに行ってレース前にセナのマシンを破は壊かいしたいです。







46．今まで会った中で、自分にもっとも影えい響きようを与あたえたと思う人は？（ご家族を含ふくむ）




──小学校四年から中一まで同じクラスだったＹくん。







47．最近はまっていること、マイブームがあれば教えて下さい。




──歴史上の謎なぞな事こと柄がらについて考えて勝手な結論を出し勝手に納得すること。







48．ご自身の未来予想図を教えてください。




──できれば誰だれにも迷めい惑わくをかけずに漫まん然ぜんとした最期を迎むかえたいと思います。







49．『涼すず宮みやハルヒの驚きよう愕がく』が全世界同時発売を果たしたことについての感想を。




──光栄の至りです。自分が生み出したキャラクターたちが日本のみならず異国の方々に受け入れられる事態になるなど、『憂ゆう鬱うつ』を書いてスニーカー大賞に応おう募ぼした時点では想像だにしていませんでした。応おう募ぼ締しめ切きり直前になって一〇秒で考えたタイトルがここまでのものになってくれるとは、何がどう幸いするか、本当に人間万事塞さい翁おうが馬うまとはこのことでしょう。







50．さらなる続刊を待つファンに、メッセージをお願いします。




──読者の方々にもそれぞれ重要な生き様があると思います。お互たがいがんばりましょう。









いとうのいぢ　編





01．『涼宮ハルヒ』シリーズの中で一番好きな（もしくは印象深い）キャラクターは？




──好きなのは、ＳＯＳ団五人。一人にはなかなか絞しぼれませんでした。印象深いのは佐さ々さ木き。『驚愕』を皆みなさんより一足先に読んで、佐々木の絵も沢たく山さん描かきました。







02．では一番好きなエピソードは？




──どちらもやっぱり、一番最初の『憂鬱』。この一冊に、ＳＯＳ団がぎゅっと濃のう縮しゆくされていると思います。







03．ハルヒのイラストを描えがく時ならではのルール（気をつけていること）はありますか。




──ハルヒというキャラに限って言えば、自由でのびのびとした、強い意思を感じさせるような絵になるよう描いています。







04．『驚愕』の新キャラクター、ヤスミをデザインする際のポイントはどこでしたか。




──文章のままですが、スマイルマーク、無造作な髪かみ、ブカブカな制服ですかね。







05．『憂鬱』で最初にハルヒ、長門、みくるをデザインした時の思い出を教えて下さい。




──この三人は不思議と全く悩なやまなかったんです。すぐに浮うかんだイメージでＯＫ頂きました。強しいて言えばみくると長門の身長、どちらを低くするか（微び々びたる差ですが）くらいですかね。







06．みくるは大人バージョンも存在しますが、成長したハルヒや長門はどんな姿になると思う？




──ハルヒは今回の『驚愕』でちょっとだけ垣かい間ま見みえましたね。あのハルヒを絵にしてみたいけど、なんだか今は想像の中だけで置いておきたいようなそんな……夢が詰つまってますね（笑）。長門は考えた事無かったです、なんだか大人な長門が想像できない（笑）そのままっぽい。







07．宇宙人、未来人、超ちよう能のう力りよく者、異世界人の中で、誰が一番強いと思う？




──宇宙人かな？　でもハルヒには敵かなわないんですよね（笑）。







08．ハルヒのコスプレイヤーにアドバイスをお願いします。




──自分で作成する場合は、女子の制服のブルーの部分は鮮あざやかな色の布だと引ひき締しまると思います。あと、セーラーカラー（襟えり）は胸元のＶ字切り込みが深いと北高制服っぽいです。







09．今後の展開について、ずばり谷川先生に訊きいてみたいことがありましたらどうぞ。




──「ハルヒ」は毎回ハプニングの連続なので、『消失』や今回の『驚愕』のような大きな事件は今後起こるのかというのが気になるとこです。世界巻き込んじゃう程の。







10．自分がＳＯＳ団の誰かに似ていると思う？




──誰にも似てないと思います。強いて言うならキョンかなあ。心の声でのツッコミが激しいところが（笑）。







11．ハルヒは季節行事を大切に考えていますが、いとう先生の今年の夏の予定は？




──今は何も決めてませんが……夏らしいこと（海に行くとか）がしたいですね。







12．サイン会などでのハルヒファンとの交流で、印象に残っている思い出がありましたら教えて下さい。




──文化の違ちがう海外のお客さんが日本の作品を同じように楽しみ、笑ったり泣いたりしたという話を笑顔で一いつ生しよう懸けん命めい語ってくれる事が驚おどろきでもあり、嬉うれしいです。中でもフランスに行ったときのハルヒファンの方々はセーヌ川でハレ晴れを踊おどってくれました！　すごい印象的でした。







13．季節行事を大切にするハルヒですが、いとう先生が一年の中でいちばん好きな季節行事は？




──元がん旦たんかなあ、この日だけはどんなに忙いそがしくてもゆっくり過ごすと決めているので。







14．好きな本のジャンルは？




──ミステリーや怖こわい話が好きです。







15．好きなゲームの種類は？




──最近はあまりやってませんが、ＲＰＧをよく遊んでました。







16．好きなスポーツは？




──どちらかというとインドア派です。中学生のとき部活でバドミントンをやってたのですが、久しぶりにまたやりたいなあ。







17．好きな食べ物は？




──辛からいものが好きです。甘いものより塩しお辛からいものが好きです。







18．嫌きらいな食べ物は？




──あまりないですが、刺さし身みはあんまり食べないですね～。







19．最近買ったもので、お気に入りのアイテムを教えて下さい。




──韓かん国こくで買ったbanila coってお店のハンドクリームはびっくりするほどベタつかない……。







20．今注目しているクリエイターは？




──常にいっぱい居て挙げきれないですが……mebaeさんや左さんのセンスが羨うらやましい。







21．好きな映画を教えて下さい。




──ホラーが好きです。吸きゆう血けつ鬼きモノとかのゴシックホラーとかは特に。







22．ペットを飼っていますか？




──犬や猫ねこを飼いたいけど、今は家に迷い込んできたセキセイインコを飼ってます。







23．作業中に音楽を聞きますか？




──聴きくと捗はかどることもあるし、無音がいいときもあります。割となんでも聴きますが音楽はテクノやポップスが好きです。m-floとか中田ヤスタカが心地ここちいいです。







24．作業中に欠かせないものといえば？




──目薬。







25．作業中に悩なやんだ時は、どうしますか？




──別のことをするか寝ねる。







26．どんな学生時代を過ごしましたか？　ＳＯＳ団のような学生生活だった？




──あんなにハチャメチャな学校生活ではなかったけど、クラスの友達や絵の好きな仲間達とそれなりに楽しく過ごしてました。……至って普ふ通つうです。







27．高校時代の何か特別な思い出があったら教えて下さい。




──うーん……。先生に恋こいをしてる友達と毎朝待まち伏ぶせするのに付き合ったり相談聞いたりしたことかなあ。……まあよくあるというか普通ですね。







28．では高校の学園祭での思い出は？




──美術部だったので、出展物の油絵描えがくのに必死だった覚えしかない……。







29．学生時代、一番好きだった科目は？




──美術と言いたいとこですが、そのころはあんまり得意でなかったので……国語かな。







30．描いていて楽しいモチーフ、好きなパーツなどはありますか？




──女の子的なものばっかりですが、ひらひらした服とかリボンは楽しい。身体からだなら指（爪つめ）と脚あしのライン。







31．魅み力りよく的な女の子を描くための最重要ポイントは何だと思いますか？




──やはり表情ですかね。性格と情景に合った顔。







32．ゲーム会社での経験で、小説の挿さし絵え画家としての仕事に役立った部分はどんな点がありますか？




──キャラクターを描く事ですかね。人物の表情とかはゲーム会社で差分を沢たく山さん描えがいたことが良かったのかも。







33．沢山描いてきたハルヒのイラストの中でも、特に思い出深い一枚といえばどれですか？




──何かのキャンペーンで描かせてもらった「BANG!」って描いてある三人娘むすめの絵。沢たく山さん色んなとこで使ってもらったお気に入り。







34．初はつ恋こいはいつ？　どんな人だった？




──小学校の時、クラスで一番スポーツの出来るさわやか男子だったような（笑）。クラスの殆ほとんどの女子がその子を好きだったかと（笑）。







35．イラストを描き始めたのはいつ頃ごろからですか？




──落書きは幼よう稚ち園えんからですが、本格的には中学生の終わりくらいからです。







36．メガネ派ですか、コンタクト派ですか、裸ら眼がんですか？




──裸眼です。眼は超ちよう良いです。







37．今の携けい帯たい電でん話わの待ち受けは？




──デフォルトのやつです。Q-potのやつなんでかわいいです。







38．ご家族やご友人と、ハルヒのことについて話をされることはありますか？




──母のテニス仲間のお子さんがハルヒ好きとかそういう話はよく聞きます（笑）。ありがたいですね。







39．ペンネームの由来を教えてください。




──好きだったミュージシャン二人の名前を拝借して合わせました。







40．スニーカー文庫編集部の初代担当との思い出を教えて下さい。




──長い事お世話になってましたから色々ご一いつ緒しよさせて頂きましたが、やはり初めてお仕事の依い頼らいを頂いてお会いしたときが一番印象に残ってます。めっちゃ緊きん張ちようしました。







41．現担当とのやりとりで何か印象に残っていることがあれば教えて下さい。




──オトメンＵさんにホワイトデーの手作りお菓か子しを貰もらった事とか、男前Ｉさんの豪ごう快かいなジョッキビール飲みとか（笑）。







42．生活スタイルは朝型or昼型or夜型？




──朝型にしたいんですがどうしても夜型になってしまう……。







43．今一番欲しいものは？




──猫ねこだったんですが、インコが舞まい込こんで居候始めてからはそうも言ってられなくなりました（笑）。







44．好きなお出かけスポットはどこですか？




──伊い勢せ丹たんが好きです。梅田にも出来て幸せ。







45．自由に過去へ行けることになったら、何年前のどこに行き、何をしますか？




──や、もう過去は振ふり返かえらないです。多分戻もどっても同じことしますから（笑）。







46．今まで会った中で、自分にもっとも影えい響きようを与あたえたと思う人は？




──ゲーム会社のカプコンと高こう河がゆん先生はすごく大きいと思います。







47．最近はまっていること、マイブームがあれば教えて下さい。




──多趣しゆ味みなようで浅いので……なんだろう。ハンドクリーム収集？







48．ご自身の未来予想図を教えて下さい。




──家族やペットと仲良く穏おだやかに暮らしていたい。







49．『涼すず宮みやハルヒの驚きよう愕がく』が全世界同時発売を果たしたことについての感想を。




──自分の関わる作品が世界でこんなに注目されているなんて光栄です。それだけにプレッシャーも大きいですが、気合いも入ります。







50．さらなる続刊を待つファンに、メッセージをお願いします。




──今後ハルヒ達がどんな活かつ躍やくを繰くり広ひろげるのか私も楽しみです。「こんなシチュエーションを見たい！」という想いを谷川さんにファンレターでぶつけて下さい。きっとそれ以上のワクワクをながるんならくれるはず（ハードル上げた）。
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　時間および空間事象が、あたかもループしているかのような、つまり「ある程度時間が進んだら、またループのスタート地点となる過去に戻もどってしまう」という物語的構造を含ふくんでいる創作物を、この文中では「時間ループもの」と呼ぶところから始めたいと思います。

　もっと端たん的てきに言いますと、Ａという時間からさらに未来のＢという時間に達したとき、特に理由があろうがなかろうが、その物語世界のすべてが再び時間Ａへと戻ってしまうという現象のことであると、ここでは規定します。

　ただ、この定義には時間ループを考える上でかなり重じゆう篤とくな矛む盾じゆんもまた存在することを告白しなければなりません。

　まず第一に、一口にループと言っても『それは世界に内在する登場人物に限られた現象なのか』、それとも『世界そのものがループしているため、否応なしにその世界内にいる人物たちもまた同じ時空間をループし続けているのか』という同じようで実は異なったパターンがあるためです。

　実質、ループする物語における世界観は、この二つに分類することができると言えるでしょう。違ちがいが分かりにくいですが、この二つの区別については後述します。

　さて、この手の時間をテーマに使用した物語には、さらに時間ループとはまったく異なるにもかかわらず、外部からの観測者から同じものと思われかねないＳＦ的現象も存在します。

　どちらかと言うまでもなく、こちらのほうが有名で、かつ分かりやすいものでしょう。

　すなわち、時間移動、いわゆるところのタイムトラベルです。

　仮に一人のタイムトラベラー（彼としておきます）が過去に時間跳ちよう躍やくした場合、その人物はあたかも自分以外の世界そのものがループしてしまったかのように感じるかもしれません。彼にとって到とう着ちやく以降の歴史は、自分の記き憶おく通りに進行するはずだからです。もちろん過去に来たにもかかわらずその時間の歴史が記憶と異なる場合や、彼が過去に来てしまったという行こう為いが歴史を変化させてしまう例もあるでしょうが、そのあたりはループの問題というよりタイムパラドックスの問題であり、似ているようでやっぱり異なるテーマです。

　以降、タイムトラベルと比ひ較かくしながら時間ループものの物語世界を考えていきます。




　時空間がループし続ける物語、といってもそのものずばりをテーマにしているものはそう多くありません。しかし、我々の大多数は比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんにその現象を含んだ物語に触ふれているはずです。なぜなら、ほとんどのＴＶゲーム、コンピュータゲームにはリセットボタンが付いており、そんなボタン一回も押したことないという人はほぼ皆かい無むに近いと思われるからですが人生においてゲーム自体全然したことのないという人はすみません。

　言うまでもなく、リセットボタンを押すとそれまで実行されていたプレイ履り歴れきは消え失せ、セーブポイントないしはスタート地点まで戻ることになります。そして、そこから始まるリプレイは、プレイヤーキャラにとって時空間ループに他なりません。リセットによって記憶を完全に失い、再び規定のポイントからやり直しとなった、そのプレイヤーキャラをコントロールしていた我々にしてみればこの現象はループにしか見えないものです。

　しかし仮にキャラクターがリセット＆ロードの記憶と自意識があったとしたならば、そのキャラクターは自分が過去にタイムトラベルしたのかと錯さつ覚かくし、なぜこんな現象が起きたのかと頭をひねることでしょう。が、それはまさに錯覚であり、本当はプレイヤーがリセットしたと確信を持って言えるのは、ゲームの外側にいる我々、プレイヤーのみです。

　これが何を示すのかと言いますと、観測者の視点によってでしかループしているか否かを証明できないということになります。要するにゲーム（＝世界）の内側にいる人間には、世界自体がループしていることに気づき得ないのです。もちろんレアケースを除いて。

「そのレアケースとやらはどのような場合のことですか？」

「一例を挙げるとだ、例えば我々は仮想現実空間の中にいて、真の現実は他にあると解かい釈しやくすればよい。我々はあくまでヴァーチャルリアリティの住人であり、であるからして我々の感じる現実とは仮想空間のことである。しかし我々の住む仮想空間を内包する、もっといえば我らを作り上げた世界の住人にとっては、我らの仮想空間は彼らの現実空間の一部にすぎない──と、このように認識すれば我々でも真の現実について思いをはせることができるのだ。彼らの手によってこの世界は幾いく度どとなくリセットされているのではなかろうか、とな」

「そうであったとして、その真の現実をどうやって知覚すればいいのです？」

「知覚しようがない。むろん、通常ならばだが」

「通常でない場合とは何ですか？」

「それは言うまでもない。我々の世界の外側にいる存在が、我々に真実を教えてくれるような場合だ。たとえば、今のようにな」




　ゲームの話の続きですが、ご存じのようにループすることが前提になっているものも数多あまたく存在します。場合によっては同じシナリオを成功するまで何度も繰くり返かえしたり、リプレイのたびに違う結末になったり、何周もすることがトゥルーエンドへの条件であったりと様々ですが、先に述べたように自分たちがループしていると自覚しているプレイヤーキャラはレアケースを除いて存在しないと言えます。エンディングにたどり着いたキャラクターたちは、自分が唯ゆい一いつの主人公であり、この結末こそが唯一の結果であると信じているでしょう。実はそうではないと知ることができるのは我々の側だけです。我々は彼が何度も同じ時空間を繰り返し歩んできたことを知っています。彼が唯一だったと思っている人生や物語、結末には複数ものバージョンがあったこと、そしてそのバージョン違いのプレイヤーキャラたちも彼と同じように思っているであろうことも。

　これこそが時間ループもの世界の最大の問題提起ポイントになります。つまり本題です。

　物語世界の住人にとって、最後のループ以外のループ世界はあったことなのか、なかったことなのか。そのどちらでしょうか。

　タイムトラベルを例に考えてみましょう。それにはまず、時間移動には何パターンかあるということを明示しておく必要があります。大まかに言って時間移動のパターンは三通りあるのですが、説明しやすいように短いスパンの時間移動を設定します。前提条件は、Ａという人物が三日前の過去に時間遡そ行こうしたということだけ念頭に置いておいてください。では、まず一つ目、




・Ａ君が三日前に時間移動すると、そこには三日前の自分がいた。




　当たり前すぎる話です。そりゃいるでしょう。特に条件のない限り、自分がその時空間において二人になってしまうのは当然です。問題はその後のＡ君の行動によって歴史が変化してしまうこと（三日前の自分が三日後に時間移動をして三日前に行かない原因を作ってしまう等）ですが、これはループものではなくタイムパラドックス論の領域なので割愛します。

　二つ目は、




・Ａ君が三日前に時間移動すると、三日前の自分と入いれ替かわってしまった。




　これがやや特とく殊しゆな条件です。入れ替わったと言っても、三日前にいた自分がどこに消え去ったのかはわかりません。ただＡ君がその時点に到とう着ちやくした瞬しゆん間かん、それまでいた三日前のＡ君は消しよう滅めつし、それ以降もＡ君はただ一人のＡ君として存在し続けます。物語的な辻つじ褄つまとして何の問題もなく、タイムパラドックスも発生しません。

　三つ目はかなり特殊な条件です。




・Ａ君が三日前に時間移動すると、三日前の自分の身体からだの中にいた。




　二つ目と似ていますが、二つ目のタイムトラベルが肉体ごと時間遡行したのに対し、こちらは精神のみの移動です。過去の自分に未来の自分が乗り移り、その際過去の精神とは融ゆう合ごうするか、弾はじき飛ばすかのどちらかでしょうが、どちらでも同じことですね。三日前までは全く同じ精神を持っていた同一人物なのですから。これもタイムパラドックスとは無む縁えんです。三日前よりも長いスパン、例えば十六歳のＡ君が赤あかん坊ぼう時代の自分の肉体に戻もどることも可能で、人生やり直しテーマとしてはこのパターンが最も汎はん用よう性に優れていると思われます。

　このように三つ並べてみて気づくことがありました。

　それは、タイムパラドックスが発生する余地のある厳密な意味での時間移動とは一つ目のパターンだけであり、二つ目と三つ目はタイムトラベル以外の理り屈くつでも説明できるという点に尽つきます。

　二つ目は並行世界移動と言っても差し支えありません。Ａ君が元いた世界より三日ほど進みの遅おそいだけでまったく同じ世界に移動したのだとしたら、それはそれで矛む盾じゆんはありません。その世界にいた別のＡ君はどこに行ったのかという疑問は時間移動の場合と同じですので特に解決する必要はないです。

　三つ目は完全にリセット＆ループです。自分が時間移動したのではなく世界全体がリセットされており、かつ自分の記き憶おくだけが何故なぜかリセットされていない、という特殊条件下で起きるタイムトラベルテーマと言えます。というよりも、一いつ般ぱん的に時間移動に絡からんでループと設定されているものはこのパターンのものだけと言っても過言ではありません。問題は記憶のあるなしのみであり、ループなのだとしたらＡ君に記憶があろうがなかろうが、Ａ君以外の人物には何の関係もない出来事となります。

　こうしてみると時間移動が個人的なものに対し、時間ループは世界的なものであるという側面が発見できるかと思います。完結な解答を出すなら、時間移動≠時間ループ、とでもなるでしょうか。




　ここでまた先のゲームの話に戻ります。

　リセット可能なゲーム、特にマルチエンディング方式の分ぶん岐き型シナリオを持つゲームの場合、分岐するたびにキャラクターの行動もゲーム世界も枝分かれすることになるわけですが、それでは、それぞれ分岐した世界にいるキャラクター同士には何の関連性もないのでしょうか。あるいはリセットして再びプレイを再開したとき、それまでのキャラクターや彼らがいた世界は消滅してしまったのでしょうか。

　この疑問について考えるには、量子論を用いることが最適でしょう。なぜなら、実はこの現実にも不確かなことはあふれかえっており、量子論はまさにそのために考え出されたようなものだからです。本来なら量子論について説明しなければならないところですが、詳しよう細さいに解説することは色んな意味で無理気味なのでググるなどしていただくとして、簡単に触ふれます。

　光は波としての特性と粒りゆう子しとしての特性を持っています。それも不思議なことに空間を移動中は波となっていて、何かにぶつかったり遮さえぎられたりすると粒子として観測されるという妙みような二重性です。まるで人間が光を波動として観測したときには波動として振ふるまい、粒子として観測したときには粒子として振る舞まっているかのような。

　では、何も観測していない状態では、光はどのような状態でいるのでしょうか。その答えはどっちでもある、としか言いようがありません。波と粒子両方の性質を併あわせ持もっていて、観測するまでそのどちらであるかを明確にできないのです。言いい換かえると観測した途と端たんにどちらかに落ち着いてくれるわけで、これは光のみならず分子、原子、電子などのミクロな粒子の単位ではごく普ふ通つうにある現象です。ところで我々の身体や身近な物体を構成しているのは煎せんじ詰つめれば粒子の集合なのですから、だとしたら我々もまた光のごとき不確実性を持っているのではないでしょうか。

　あまり気が進みませんが、かの有名なシュレディンガーの猫ねこに例を演じてもらいましょう。用意するものは光を通さない不ふ透とう明めいな箱、毒ガス発生装置、猫の三つです。毒ガス発生装置を三十秒後に50％の確率で作動するようにセットし、猫と一いつ緒しよに箱の中に放り込みます。さて三十秒が経過したとき、箱の中の猫は生きているでしょうか死んでいるでしょうか。

　この時の箱を開けるまで猫の生死が確率でしか言い表せない状態、50％の確率で生きていたり死んでいたりする猫の状態がマクロ的な不確実性です。文字通りの半死半生。しかし観測しようと光を当てたらその勢いですっ飛んでいく微び細さいな粒子と違ちがい、猫はそう簡単には動かないわけで、箱を開けないと猫の生死が決定されないなんておかしいだろうとお思いでしょうか。僕も思います。この謎なぞのような理屈にまっとうな理論づけをしたものが量子論であり、ただし重ねて言いますが詳細はもっと確かなことを言う人の本や文章を参照してください。




　強引に話をつなげます。

　どっちかであることは明確なのに蓋ふたを開けるまで決定されず、生きている状態と死んでいる状態が重ね合わさった、この気の毒な猫氏の状態と似たようなものが前述のゲーム内現実にあるはずです。

『物語世界の住人にとって、最後のループ以外のループ世界はあったことなのか、なかったことなのか。そのどちらでしょうか』

　この問いに対する僕の解答はこうです。『それはあったことだったのだが、最後のループ世界が決定した瞬しゆん間かんに消え失せた』。

　結末に至るまでループしていた何回もの世界は、物語が決着するまではすべてが重ね合わせの状態にあり、いわば波のように漠ばく然ぜんとしたものだったのですが、最終観測によって粒子のように固定できるものとなったという解かい釈しやくです。量子論的にはいわゆるコペンハーゲン解釈と呼ばれているものですね。コペンハーゲン解釈の詳細についてはグ（以下略）

　それまで可能性の一つ選せん択たく肢しの一つに過ぎなかった物語世界が、観測行こう為いによって唯ゆい一いつの結果として固定される、という考え方はなかなかに美しい。当然、観測行為には行為者である存在、観測者が必要なので、というよりも観測者の数だけ結果が存在すると考えられるので、思し索さく活動をもっぱらとしている人々、特に作家などと呼ばれている人種には最早呼吸よりも無意識におこなっている脳内作業でしょう。頭の中のもやもやした波のような物語はあらゆる可能性を秘めており、実際に文字や絵として描びよう写しやし終えるまで決して確定したりはしないのです。

　これまた当たり前のことで、我々はそれでよい。無限個の選択肢の中から最善のものを選ぶ、その行為に間ま違ちがいはないどころかそれ以外に何があるんだという感じです。ですが──。




　ですが、では物語世界の登場人物にとってはどうでしょうか。自分の意思とは関係なく、また自分の意思と信じつつも実は外部の観測者によって操作されているキャラクターたちは。

　彼らにしてみれば、その場その場のループ世界の一つ一つが唯一の現実のはずです。同時並列的に他の時間軸じく、世界があると意識はできても知覚できることはありえません。我々がこの現実世界とは別の平行世界を知覚できないのと同じように。

　たとえリセットされたのだとしても、その世界にいた彼らにとってそれは唯一無二の現実だったに違いありません。そのことを一番よく解っているのがプレイヤー、つまりリセットボタンを押すことのできる立場にいる我々です。彼らにはその世界がすべてであり、我々が失敗だと思おうがやり直そうが完全に無関係なのです。我々は、ああ失敗したなと思ってやり直せばいいだけですが、失敗した世界に取り残されたキャラクターたちと彼らの世界がその後も延々と続いているとしたらどうでしょう。分岐したポイントから枝分かれした世界が重ね合わせの状態となっているのではなく、失敗バージョンもまた真実の一つなのだとしたら、その世界のキャラクターたちはあまり心地ここちの良い人生を送っているとは言えず、ひょっとしたらこんな不運を背負わせた神を呪のろいながら生きたり死んだりしているかもしれません。

　この分岐した世界が一つに収束せず、独立した個々の世界として存在し続けるという考え方は、量子論的に多世界解釈と言います。選択肢に出くわすたびに、その都度、世界は分ぶん裂れつし、どちらもが存在し続けるという、大おお雑ざつ把ぱに言うとそのような論理です。多世界解釈についての詳しよう細さいは（以下略）ですが、単純に言うとそうですね、あなたが宝くじを買いに行ったとします。一等が当たる確率は非常に低いものですが、なにしろ可能性は無限なので、無限個に分ぶん岐きした世界のどこかにいるあなたは見事に一等を引き当てるでしょう。しかし残りの大多数のあなたはハズレです。ハズレたあなたは、どこかの分岐世界に一等に当選した自分がいるからといって、それで幸せな気分になることができるでしょうか。

　ちなみに僕はできません。それが赤の他人ならまだしも、どこかにそんな自分がいるという認識はむしろ不快感を覚えます。宝くじ云うん々ぬんはたとえ話ですが、どこかの平行世界に現在何の不安もなく安あん穏のんとしている自分がいるとしたらそいつが羨うらやましくて仕方がありません。僕とその立場を代われよっていう話です。今の僕が他の僕からそう思われている可能性もありますが。




　枚数的にそろそろ結論を出さないといけない頃ころ合あいになってきました。長々と思考実験実じつ践せん中のような文章を書き連ねてきましたが、おもむろにまとめに入りたいと思います。




・時間ループものにはタイムパラドックスが発生しない。

・タイムトラベルと時間ループの違ちがいは観測者の視点位置によって判別することができる。

・物語的要よう請せいではなく、クリエイターまたはプレイヤーの都合によって運命を左右されるキャラクターは、自らを生み出したクリエイターもしくはプレイヤーに反はん抗こうする権利がある。

・アインシュタインと量子論はそりが合わなかった（詳細はＥＰＲパラドックスをググるとかで）。

・この文章は単なる問題提起であって何らかの絶対唯一の結論を導き出そうと言うものでは決してなく、あくまでも僕個人の思考の垂れ流しである。よって異論反論間違いの指し摘てき等はあったほうが嬉うれしい。




　最後に、世界の分岐とかそんなの現実問題としてありえない、どうやったってフィクションの世界や創作物の中にしかないよ、と一いつ蹴しゆうする方々が大半だと思います。何なにを隠かくそう僕もそうなんですが、多世界解釈をその主張通りに受け取ると、間違っているのは僕たちのほうです。

　猫ねこが入っている箱を開けたとき、我々が目にするのは生きた猫か死んだ猫のどちらか以外にあり得ません。生きている猫と死んでいる猫を同時に観測することはできないのです。これが何を意味するか。なぜ我々は生死が半々である猫の状態を同時に見ることができないのでしょうか。

　答えは単純、多世界解釈によると、分岐したのは猫の状態ではなく観測者たる我々だからです。箱を開けた瞬間、我々は生きている猫を見ている我々と、死んでいる猫を見ている我々に分裂してしまうのです。正確には猫の状態を観測し得た我々の世界そのものが、観測という行こう為いによって分裂してしまったというわけです。生きている猫を発見した我々が、同時に死んでいる猫を発見することができないのは、その時点で世界が別ルートを発生させてしまったからであり、その世界の内側にいる以上、我々は常にどちらかの状態の猫しか観測できないのです。

　もし、あなたが何らかの岐き路ろに立たされたとき、一方を選んだあなたは、もう一つのあり得た別の道筋を過去に立ち返ってやり直すことができません。なぜなら、その道は別のあなたがすでに通ってしまっているのですから。

　我らゆめゆめ忘れることなく、ただ一つの物語の中でせいぜい泳ぐことにしましょう。泳がされているのだとしても、楽しんだ者の勝ちです。とっちらかり放題のつたない文章、ご拝読ありがとうございました。それではまた。
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聞き手：本日は『涼すず宮みやハルヒの驚きよう愕がく』の原げん稿こう・イラスト無事完成を記念しての作家・イラストレーター・編集座談会を行いたいと思います。谷川さんといとうさん、本当にお疲つかれ様さまでした。

いとう：「ハルヒの力って本当にすごい」って思ったのが、今回の東日本大だい震しん災さいの時。色んな方に見て頂けて、「元気が出ました」って嬉しいお言葉も沢山頂きました。許可もなくハルヒを描えがいてしまって申し訳なかったんですけど……。

谷　川：全然問題ないです。

いとう：ありがとうございます。チャリティで描かせてもらったイラストも、みんなハルヒ大好きなんだなっていう反はん響きようが伝わってきて。このパワーはいったいどこから!?　と。

谷　川：それは本当に絵の力ですよ。文章でいくら書いても、噓うそくさくなっちゃう。お悔くやみとお見み舞まいの言葉から始まって、テンプレートで終わらせざるを得ない。

いとう：確かに文章は気を遣つかいますよね。

聞き手：そうした状じよう況きようの中、無事に刊行準備も進んでおり、初回限定版の初版は五十一万三〇〇〇部となりました。ここでは初回限定版の特典小冊子を含ふくむ『驚愕』の裏話や、これまでを振ふり返かえってのお話、お二方のプライベートなども聞いていければと思います。

編集１：そういえば谷川さん家の猫ねこって今何歳でしたっけ？

谷　川：もう遊ぶ歳じゃないですね。一いつ匹ぴきが二〇歳。

一　同：二〇歳!?

谷　川：もう一匹は、一〇歳以上ではあるんだけど、正確には何歳か不明。そして二〇歳の三み毛け猫ねこの方は、カルカンのカリカリしか食わないです。他のは全然見向きもしない。匂においだけ嗅かいで「これちゃう」みたいな顔をするんです、昔っから。

編集１：それが長ちよう寿じゆの秘ひ訣けつなのかなあ……。

谷　川：もう一匹のアメリカンショートヘアはほんとに何でも食います。

いとう：猫が食べたらいけないものとか、大だい丈じよう夫ぶですか？

谷　川：あるんだろうけど、多分そんなに気にしなくても、あいつら結構大丈夫ですよ。

編集１：うちなんて飼ってる犬に絶対人間の食べ物を食べないよう厳しくしつけてるのに……。

谷　川：うちで昔飼ってた犬はカレーの残りが大好物でしたけどね。

編集１：それ相当塩分が高いですよ！

谷　川：だめなんだろうけどね。でも昔はドッグフードとか高級なものあんまりあげられなかったですからね。

編集１：確かに昔の飼い犬は汁しるかけご飯、飼かい猫は鰹かつお節かけた猫まんまでしたね。

谷　川：まあでもうちのアメショはきゅうりとかトマトとかぱくぱく食べますよ。

いとう：猫の種類によって食べ物の好みって違ちがうんですかね。それとも個体差？

谷　川：育ってきた環かん境きようは同じなのにけっこうな違いがありますからね。生まれながらの個性があるのかなと。

いとう：なるほど。今飼っているのはその二匹ひきなんですか？

谷　川：そうです。今日も猫に起こされてきました。

いとう：いいなあ、羨うらやましい。

編集１：新しい家族を迎むかえる気はないんですか？

谷　川：もう充じゆう分ぶんのような気がして。

編集１：でも二〇歳ともなれば、そろそろお迎えがきてもおかしくないじゃないですか。

聞き手：縁えん起ぎでもないことを!!

編集１：いやでもペットロスって切実な問題ですよ。今から備えておかないと。

いとう：まあ確かに……。うちが飼っているのはインコですけど、いなくなったらと考えると、やばいですね。

谷　川：うちはもう、充じゆう分ぶん一いつ緒しよにいましたからね。

いとう：うーん……。

聞き手：三毛の方は学生時代からの谷川さん、アメリカンショートヘアの方は作家デビュー前からの谷川さんを見てきているわけですね。

谷　川：まあ三毛の方とか、こう段ボール箱に入れられて「ひろってください」て鳴いていたのを妹が拾ってきたんですけどね。うちの動物は大たい概がい妹が拾ってきたんですよ。そして皆みなやたら長生き。

いとう：いい環境なんだ。

編集２：シャミセンはどっちの猫に似ていますか？

谷　川：四年くらい前まで一いつ緒しよにいた黒くろ猫ねこと、三毛猫をあわせたような感じですかね。性格的には黒猫の方に近いかな。めちゃめちゃ頭のいい奴やつで、他の猫ができなかった窓の開け方も学習していましたし。それで勝手に外へ出かけていったこともありましたね。

聞き手：シャミセンに似ているということは、谷川さん家の猫は全てオスですか？

谷　川：全部メスです。うちで飼っていた犬から文鳥まで、全部メスでしたね、何故なぜか。三毛猫のオスって滅めつ多たにいないですからね。まあでも、二〇年も生きてるこの三毛猫って猫じゃないんじゃ、ってくらいむっちゃ元気ですよ。

いとう：いまだに走り回ったりするんですか？

谷　川：ええ、体型も二〇年前から変わってないし。太りも瘦やせもせず。でもアメショはあっという間にぶくぶくになってしまいましたね。お客さんが来ても、五分後にはその膝ひざの上に乗ってるみたいな。

一　同：うわー、いいなああああ。

谷　川：よく電話してる時にゴロゴロ言ってるのは全部アメショです。

編集２：ああ、なるほど！　そういえばいとうさんと電話で打合せしている時にインコの「お肉さん」の声が聞こえてきたこともありました。

聞き手：「お肉」っていう名前なんですか？

いとう：最初にふざけてそう呼んでいたら、そのまま馴な染じんじゃって（笑）。

谷　川：鶏とり肉にくですな。

いとう：ですね（笑）。もうね、電子機器が大好きなんですよ。電話している時もそうなんですけど、iPhoneとかパソコンとかを見つけるとすごい勢いで飛んで来て、そして舐なめる。

編集２：な、舐めるんですか……。

谷　川：うちの猫も、僕が電話していると寄ってきますね。

いとう：動物には気になるのかなあ、電話って。

谷　川：「この人、何か独りごと言うてはる……」て思って見ているのかも。

いとう：そっち!?（笑）　そうか、動物には分からないですよね。

谷　川：ひょっとしたら心配して見に来てくれているのか？　と思うことありますね。

いとう：そう考えると可愛いな～！

谷　川：パソコンに向かっていると膝の上に乗ってきて、モニタの後ろを覗のぞいて「何かあるの？　いったい何を眺ながめてるの？」て顔をしてるし。

聞き手：パソコンのキーボードは押されないんですか。

谷　川：キーボード押されたことはないんですけど、たまにこのへん（谷川さんの右手側）にいて、僕がこうカチカチ打ってたら、ものすごい勢いでカーソルがうわわわわわわわ！　って動いて、なんやねんと思ったら猫ねこがマウスいじってたということが。

一　同：（笑）。

谷　川：まさかそんなことになってると思わないから最初パソコンがおかしくなったのかと……。よくありますよ、猫は。勝手に留守電消したりとか。あと呼び出し音をオルゴールに変えられたり。昔それで会社から電話がかかってきた時に全然気付かなくて、後で「何やってんやー」「猫が消音にしてましたわー」「あるかぼけー」ていうことがありました。

編集１：のいぢさん家のインコも可愛いそうですね。肩かたに載のったり。

いとう：毎日一時間くらい部屋の中に放して遊ばせてあげてるんですよ。ほとんどほったらかしにしてるんですが、お腹がすいたら自分でケージに戻もどるので。

聞き手：でものいぢさんのところに飛んできてiPhoneペロペロするんですよね。

いとう：そうなんですよ（笑）。私がiPhoneいじってると寄ってきて、止まってペロペロし始めるのでカーソルがどんどん戻ってしまう（笑）。

聞き手：そういえば、お肉さんとの出会いはどんな感じだったんですか？

いとう：ある日うちのマンションのベランダに飛んできたんですよ。柵さくの所に留まっていて、それで「いえーい」と手を出してみたら、そのまま乗ってきて……お腹がすいていたのかな。迷い鳥の届け出はしたんですが、そのままうちに居着いてしまいました。

編集２：谷川さんは、そういう小動物系は飼ったことありますか？

谷　川：クサガメは飼ってましたね。

編集２：小説に登場していない動物もいます？

谷　川：ハムスターとインコと文鳥。ハムスターは長生きしたんですよ。

いとう：ちっちゃいので短命そうなイメージですけどね。

谷　川：ハムスターは、あいつら冬とう眠みんしやがるんですよ。最初それを知らなくて「あ、死んだわ！」と思って。で「しょうがないね」て言って庭に埋うめようとしたら、ぴくぴく動いてる気がしないでもない。でもめっちゃ冷たいし……で、ためしにこたつに入れてみたら、ぷぎゃ！　て言って「あ、生きてたわ」と。
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聞き手：谷川さんもいとうさんも、生まれから現在までずっと関西ですか？

いとう：そうですね、ずっと関西です。

谷　川：本ほん籍せきから何から関西ですね。基本ぜんぶ兵庫県です。まあ兵庫県も北部に行くと、全然違ちがう国になってますけどね。同じ県とは思えないくらい。

いとう：あんまり行ったことないんですよね。そんなに違いますか。

谷　川：ほんと山の中なんですよ。

編集１：そういえばキョンの家の田舎いなかはそっち方面のイメージでしたよね。

谷　川：そんなイメージですね。

いとう：えっそうなんだ！

谷　川：キョンの回想の中でですけどね。山と山の間に、細長ーい集落がある感じですね。

編集２：そういえば、キョンの妹と谷川さんの妹さんって、似ているところがあったりするんですか？

谷　川：何ひとつ似てないですね。

いとう：めっちゃ即そく答とう（笑）。キョンの妹といえば、かなり幼く描えがいてしまったことを今も若干引きずっているんですよね。

編集１：そうですか？

いとう：ええ、小学校五年生じゃないですか。でもあのビジュアルだと二、三年生くらいに見えてしまう……ロリっとさせてしまったなあと。

編集２：でもすごく天てん真しん爛らん漫まんなキャラじゃないですか。だから最初のキャラデザの段階で、あの方向にしたのかなと思っていましたが。

谷　川：どうだったっけ。

編集１：友達のミヨキチが大人っぽい子だから、対照的になって結果オーライかと。

聞き手：アニメでも、役者さんが可愛らしく演じてらして良かったですよね。

いとう：そういえば、アニメではシャミセンの声が緒お方がた賢けん一いちさんだったので「うおお、かっこいい！」て思いましたねえ。

編集２：単発の出演で猫役のためにご足労いただいてもいいのかというドキドキ感もありましたけどね。

編集１：劇場版『消失』の時は、ひと言「ニャーゴ」て言ってもらうために来てもらったんですよね。

いとう：すごいなあ……。

聞き手：『消失』のアフレコはお二人とも見学されましたか？

いとう：うかがわせていただきました。

谷　川：最後の方に一度だけ。アフレコ現場にいると、ぶっ倒たおれそうになるんですよね。

いとう：疲つかれるってことですか？

谷　川：何というか……自分の書いた台詞せりふを読み上げられることが。

いとう：そういう意味ですか（笑）。やっぱりあるんですね、そういうことが。

編集１：谷川さん、ものすごく汗あせかいてましたよね。

谷　川：冷ひや汗がもう。

聞き手：やはり色々な思いがこみ上げてくるのですか。

谷　川：いたたまれないです。

聞き手：でも彼らの会話、彼らの過ごす北高での日々は、多くの読者の心をつかんでいると思います。……そういえば、谷川さんもいとうさんも高校は共学だったのでしょうか。

いとう：はい、共学でしたね。

谷　川：めっさ共学ですね。北高ですから。

いとう：女子高とか、ちょっと憧あこがれの響ひびきですけどね。

谷　川：僕がショップで働いていた頃ころにアルバイトで雇やとっていたのはだいたい女子高の子でしたけどね。一番面白かったのはＡ市で働いていた頃かな。

いとう：いいですね～、お嬢じよう様さまアルバイトじゃないですか。

谷　川：本当のお嬢様もいましたよ。

いとう：羨うらやましい、その店行きたいわ（笑）。

谷　川：話聞いてても面白かったですね。女子高だからというより、その子ら本体が面白くて。こいつらどんだけアホやねんと毎日ゲラゲラ笑ってました。すごい箱入りの子もいて、いったい何をしたら怒おこるの？　ていうぐらい気立てがよくてしかも美人、君反則やろ！　みたいな子もいましたね。

いとう：いい話じゃないですか～。

編集２：挨あい拶さつは「ごきげんよう」ですか。

いとう：それ『マリみて』じゃないですか（笑）。

編集２：大好きでして……。でも羨ましいなあ、店長さんとお嬢様アルバイトかあ。ハルヒの中で登場するお嬢様というと鶴つる屋やさんですけど。

谷　川：さすがにああいうタイプはいないですけど、阪さか中なかさんみたいな子はいたかな。

いとう：でも神戸やＡ市は上品なイメージですよね。

谷　川：神戸は案外そうでもないですよ。あ、でも大学時代に、神戸の大きなお店のお嬢じようさんはいましたけど。すごいのんびりした子で。

いとう：ああ、そうですよね。本物のお嬢さんってかつかつしてないというか。

谷　川：すんごいのんびりしてるんだけど、酔よっ払ぱらうと何かおかしくなるんですけどね。この間一〇年ぶりくらいに会ったけど、全然変わってなかった。

編集１：それは偶ぐう然ぜん再会したんですか？

谷　川：いや、部活の同期の集まりで。男は皆みな変わり果ててましたけど、女性陣じんはほとんど変わってなかったな。

編集２：谷川さんって美術部でしたっけ。

谷　川：美術部です。正確には絵画部。月にちなんだ名めい称しようが付いてました。大学の校章が三日月だったから。

いとう：しゃれてますね。

谷　川：その絵画部の部室が、学校の敷しき地ちの外に建てられたプレハブの二階で、ほぼ治外法権だったんですよね。

いとう：やりたい放題じゃないですか（笑）。

谷　川：よく鍋なべパーティーとかしてました。徹てつ夜やで飲んだくれたり。

いとう：ハルヒたちがやっているようなことをしてたんですね。

編集２：女子もいたんですか。

谷　川：多かったですね。

編集２：いいな～。谷川さんリア充じゆうだったんですね、学生時代もお勤め時代も。

谷　川：そんなにいいものじゃなかったですけどね。働いていた頃は、それは仕事だし。お嬢様に仕事を教えなきゃならないし。サークル活動は良かったかもしれないですけど。

いとう：作家になってからの人生と、サークル活動をしていた頃と……どっちがいいとか比べるものじゃないとは思いますが、作家になって良かったと思いますか？

谷　川：うん。

いとう：作家としての仕事もしんどいとは思いますけど。

谷　川：まあ、夢でしたからね。

いとう：でもそうしたら、叶かなっちゃったわけですよね、夢が。

谷　川：ある意味ね。

いとう：でもまだ、やりたいことはあります？

谷　川：書きたいことはね、いくつかありますけど。

いとう：ああそうなんですね、やっぱり。色々持ってはるんですね。

谷　川：考えただけで満足してしまうというか。

いとう：まじですかー（笑）。でもそこは書いていただかないと、うちらも読めないじゃないですか！

谷　川：でも要求されるものに見合うだけの文章力を身につけなければいけないと今考えていまして。

いとう：そんな風に考えてらしたんですね。

編集２：修業の場はいくらでもご用意しますよ！

一　同：（笑）
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聞き手：「ザ・スニーカー」の過去の記事を見返しますと、谷川さんといとうさんが前回対談をされたのが二〇〇五年の十一月なんですね。

編集２：雑誌の記事でも、いとうさんにはたくさん描かき下ろししていただいて、本当にお世話になりました。

いとう：いえいえ、それだけハルヒの記事は反はん響きようが大きかったからでしょうし。

編集１：二〇〇五年の時は、祝ＴＶアニメ化ということでお二人に対談していただいたんですよね。今回は『驚きよう愕がく』が無事完成してめでたいということで。

いとう：うんうん、『驚愕』本当に面白かったです。ほんとうに。

谷　川：ありがとうございます。

いとう：面白くないわけがないと思っていましたけど、予想以上にわくわくするお話で、これは読者さんもみんなすっごく喜ぶだろうなあと。発売が今から楽しみです、スタッフの一人として。

編集２：いとうさんが驚愕したシーンってどのあたりでした？

いとう：驚愕シーンは色々ありすぎて！（笑）　藤ふじ原わらとか「えっ!?」ていう展開で、あまり深く考えずにデザインしていたけど良かったんだろうかと今いま更さらながら思ったり。ああいう人物の相関関係はやっぱり最初から決めてあって、今回変へん更こうしたりはしていないんですよね。

谷　川：基本的には『分ぶん裂れつ』の時に考えた設定のままですね。

聞き手：後巻のカラー口絵で描えがき下ろされたシーンなども、まさに驚愕の場面ですよね。

編集２：やっぱりイラストで見たかったので、あのシーン。ネタバレのことも考えましたけど、あの後さらに大きな展開がありますからね、谷川さんにもご容よう赦しやいただけるかなと。

いとう：谷川さん的にはＯＫでした？

谷　川：まだ担当さんから見せてもらってないんで。

いとう：ちょっ、それが驚愕ですよ！（笑）

編集２：いや、素晴らしい仕上がりになっているので大だい丈じよう夫ぶですよ！

聞き手：今回『驚愕』の発売に合わせて、「週刊ファミ通」や「週刊アスキー」の表紙をハルヒが飾かざったり、色々な雑誌に登場予定ですから、それらが出で揃そろったらぜひまた座談会を設けて谷川さんのご感想をうかがいたいですね。
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編集２：料理以外の趣しゆ味みを模も索さく中なんですよね。何がいいですかね。

谷　川：麻マー雀ジヤン理論の研究かな。

聞き手：かなりお好きだとお聞きしていますが、谷川さんの担当ならたしなみとして必ひつ須す科目なのかもしれませんね。

編集２：いや麻雀はできるんですよ？　でも僕は勘かんで打ってるので、場を見ながらとか相手の捨て牌を見ながらとか、理論的には全然できないんですよ。思考回路が追いつかなくて。必勝の法則とかあるんですか？

谷　川：そんなのあったらボロ勝ちしてますよ。

編集２：ですよねー。谷川さんのスタイルってどんなでしたっけ？

谷　川：とにかく振ふらない。

編集２：そこからかー。

いとう：そんなに麻雀って面白いんですか？

編集２：ゲームとしては結構面白いですよ。

谷　川：麻雀プロは増えましたよね。女性も多いし。美人女性プロ！　っていう売りの人とかいます。

聞き手：チャイナ服とか着てグラビアに出ている女性プロとか雑誌で見ますね。

いとう：それはかっこいい！　そういうキャラクターが出てくる小説だったら挿さし絵え描かきたいですよ。

編集２：じゃあ次回作は「涼すず宮みやハルヒの麻雀」で。

いとう：新作じゃなくてハルヒでですか！（笑）

編集１：さっきから麻雀の話ばかりになってますが……ちょっと別の話しましょうよ。

谷　川：僕は一日の八割くらい麻雀のこと考えてるけど。

編集１：もっと別のこと考えましょう！

聞き手：いとうさんは最近ゲームってやってるんですか？

いとう：最近は忙いそがしくて全然ですね。昔、実家にいた頃ころは大好きでしょっちゅうやってましたけど。

編集１：前に「うちにWii-fitを置くスペースがない」と言ってましたが。

いとう：ないんですよー。引ひっ越こしするので、そうしたら置けるようになるかもですが。

谷　川：引っ越し先は、今のところから大分離はなれるんですか？

いとう：いえ、割と近いところに引っ越すんですけど、もうちょっと京都寄りになりますかね。

谷　川：あっちの方、サラリーマン時代に時々行ってました。服の流通用の倉庫があって、そのビルの上で月に一度の店長会議があったんで。寝ねてましたけど。会議が終わった後、店に戻もどらないで直帰できるのが良かったですねえ。

いとう：その頃と作家になってからと、生活ってかなり変わりました？

谷　川：生活自体は変わらないですね。デビューの前後では全然違ちがいましたけど。僕デビュー前は再就職しようと思ってハローワークに行ってはぼんやりしてましたし。

編集１：ハローワーク行ってたんですか？

谷　川：行ってましたよ。失業保険もらって、図書館でひたすら本読んでました。でもさすがにもう貯金も尽つきるし、もうだめだと思って。

編集２：そんな矢先のデビューだったんですか。

谷　川：電でん撃げき文庫の編集さんから電話があって。その時「そういえばスニーカーの新人賞に応おう募ぼしてたっけ……まあ無理だろ」と。

いとう：絶ぜつ妙みようなタイミングだったんですねえ。

聞き手：いとうさんが『灼しやく眼がんのシャナ』と『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』のイラストを担当することに決まった時期もかなり近いですよね。

いとう：そうですね、ほとんど同じくらいにご連れん絡らくをいただいて。

編集２：でも谷川さんが受賞してから文庫発売まで四ヶ月くらいですか。かなり速かったですね。

編集１：タイトルをどうすべきか悩なやんだんだけど。

聞き手：特製小冊子の「制作秘話」に載のっているあれですね。編集者の試行錯さく誤ごがうかがい知れるエピソードでしたが。

編集１：今でこそ難解なタイトルの作品も多く出ているけど、あの当時『憂鬱』という文字をタイトルに入れるのはリスキーだったんですよね。結局は『涼宮ハルヒの憂鬱』を超えるタイトルが浮うかばなくて、そのまま行くことになったんですけど。

谷　川：応募前に一〇秒くらいで考えたタイトルですけどね。

いとう：いやー、でもパッと思いついたアイデアが一番いいってことありますよ。

谷　川：ずっと無題で書き続けてきて、無題で印刷して、でもさすがに無題で応募するのはダメだろうから何か考えようと……その時本ほん棚だなを見たら吉よし野の朔さく実みさんの『栗くり林ばやしかなえの犯罪』が目に留まったから、「よしこれをパクろう！」と。

編集１：それは初めて聞きました。

谷　川：なので、もっといいタイトルが編集から提案されていたら変えるのはやぶさかでなかったんですけどね。

聞き手：あの制作秘話では、タイトル案やいとうさんへのイラスト依い頼らいラフも公開されてましたね。

編集１：ひどい画力でも、いとうさんや美み樹き本もと晴はる彦ひこさんにちゃんと依頼して良いイラストを取れていたのが僕の自じ慢まんですよ！　依頼ラフは、意図を伝えつつイラストレーターさんのイマジネーションをかきたてるものが望ましいんです。

いとう：（笑）確かに、あまりにかっちり作り込んだ依頼をいただくと、それ以上何もできなくなってしまうということはありますよね。

聞き手：イラスト依頼の話になったところで、この座談会が収録されるファンブックの、描かき下ろしのご相談をさせていただけますか。今回、いとうさんには表紙とピンナップを描えがいていただくことになっています。表紙イラストはハルヒで決定していますが、ピンナップをどうするか、まだ決まっていません。ぜひ皆みなさんの意見もお聞きしたいのですが。

いとう：うーん、そうですねえ……。

編集２：『驚きよう愕がく』ではハルヒと佐さ々さ木きを沢たく山さん描えがいてもらっていて、長門とみくるのカラー描き下ろしを最近頼たのんでいない気がするので、長門＆みくるのサービスショットとかどうでしょう。

谷　川：ヤスミにしようぜっ。

編集１：斬ざん新しんな意見だなあ。

谷　川：ヤスミと佐々木は今回限りの登場人物だし。

いとう：そうなんですよね。もったいないと思いつつ、でもだからこそ光るキャラクターなのかも。

谷　川：本当は『驚愕』前後巻の表紙、佐々木とヤスミにしてほしかったくらいで。

編集２：ヤスミと佐々木が同時に存在するイラストは本編ではありえないですからね。あえてその２ショットを描いてもらうのは面白いかも。

聞き手：二人ともそれぞれの世界において、ハルヒとカードの裏表になるようなキャラクターですから、ハルヒを挟はさんで３ショットはいかがですか。

編集１：せっかくの公式ファンブックなんだから、ＳＯＳ団五人揃そろったのとかがいいんじゃ……。

谷　川：「またこいつらか」っていう気がしませんか？

聞き手：（笑）ではピンナップはヤスミと佐々木をいとうさんに描いていただきましょうか。ＳＯＳ団集合の図は、『驚愕』の次の巻で見ることができるのでしょうか。

編集２：ど、どうなんでしょう……？

谷　川：プロットまだ送れてないですけど、書いてはいるんですよ。書いてるんだけど、なんか途と中ちゆうで投げ出しちゃって……じゃあ今、口頭で言います。

編集２：え、はい、お願いします！

谷　川：●●が落ちてくるんです。

いとう：すごい。

谷　川：●●が落ちてきて──






　　　　（※以下禁則事じ項こう）





谷　川：──そんな感じです。

編集２：くっそーすごい面白そうだ！

いとう：この話は外に漏もれちゃいけないですねえ～（笑）。

谷　川：電でん撃げきでは色々プロット出してるんですけど、スニーカーはほったらかしておいてくれたんで。プロット出したのって二回くらいかな。

編集１：ほったらかしてたんじゃなくて、谷川さんプロット出さないで書いてきちゃってたんじゃないですか！

谷　川：だって書けって言われないんだもん。

いとう：まあまあ、結果オーライじゃないですか（笑）。

谷　川：僕『消失』の時も今日みたいに口頭でプロット伝えただけだったし。

編集１：『憂ゆう鬱うつ』は受賞作をほぼそのまま刊行して、二作目の『溜ため息いき』の時はプロットを出してもらったんですよ。あと「ザ・スニーカー」に載のせる短編で二、三回プロットを出してもらったかな。以降は書いてないですよね……。

いとう：でもそういう瞬しゆん発ぱつ力りよくを大事にして、面白いものを書けるという方もいるんじゃないですか。

谷　川：プロット書いてると絶対間に合わないと思って見切り発車で書いていたという部分もありますね。それで書き上げてダメって言われたらまあしょうがないと思いながら。

いとう：ああ、でも私もたまにありますね……ラフの提出がすごく遅おそくなってしまった時、チェックを待つ間進めてしまってたりとか。直しが入ったらその時はその時だって思いながら（苦笑）。今のところはありがたいことにそれで何とかなっていますけど。

聞き手：新人の作家さんやイラストレーターさんがやったらリテイクの嵐あらしで大惨さん事じになるのでは。

谷　川：でもこまごまプロットをやりとりするより、時には編集がどーんと構えて書かせるというスタンスを取るのも大事なんじゃないですか。

編集２：まあそのあたりは作家さんのタイプにもよりますが（苦笑）。僕の担当している先生方の中にも、最初にどーんと書いてこられる方もいれば、緻ち密みつなプロットを作成して編集と打ち合わせる方が安心するという方もいますし。どちらにせよ、信しん頼らい関係があればこそですよ。

谷　川：「ハルヒ」に関しては、さすがに信頼していただいて大だい丈じよう夫ぶです。そんな変なものは書きませんよ。

編集２：もちろん、信頼してますとも！（笑）
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聞き手：谷川さん、電子書しよ籍せき版のハルヒはご覧になっていますか？

谷　川：いいえ、ものっすごいアナクロなんで。スマートフォンまだ持ってないですし。何がオススメなのか検討しているところです。今使っている携けい帯たいの前のやつが壊こわれた時、ソフトバンクだったんでiPhoneにしようと思って店に行ったんですよ。でもややっこしいことをやたら言われて、切きり替かえ手続きがうんぬんかんぬんと……やかましいわ！　と思って、そこにある人気ＮＯ．２の、簡単なやつをくれ！　と。

いとう：なぜ（笑）。

谷　川：壊れた携帯が、バッテリーさえ替えればデータを移せると思って修理に持って行ったのに、直っても電話帳やアドレスの復元はできませんと言われたんですよ。じゃあ意味ないわと。

いとう：ああ、それは新しいのを買うしかないですよね。

谷　川：だから今の携帯に電話がかかってきても誰だれからなのか全く分からない。

聞き手：全て不明な着信じゃないですか。

谷　川：留守電に残っているメッセージを聞いて分かった人にかけ直しています。

編集１：独特な携帯の使い方ですね……。

谷　川：店で「あなた電話帳のバックアップデータをサーバに預けるサービスに加入してますよ」と言われて、おっ！　と思ってそのデータを見てみたんですが、０件でした。

編集１：だって加入した後自分で操作しないと、保存されないでしょう……。

聞き手：今のお話を聞いていると、ＰＣの原げん稿こうのバックアップは大丈夫かと気になるところですが。

谷　川：原稿のバックアップは二重三重にしてますね。ただちょうど去年の今くらいの時期にパソコンがクラッシュして。まあハードディスクは無事で、おかしいのはマザーボードだったんですけど。

いとう：うん、よくある話ですね（笑）。

聞き手：いとうさんもイラストデータの保存には気を遣つかわれているのでは。

いとう：そうですね、自宅のサーバにデータを置いて、バックアップも取って。何しろ容量が大きいので……データが飛ぶと怖こわいですよね。

谷　川：定期的に飛びますよね。

いとう：（笑）でもMacはWindowsよりもまだましかもですね。Windowsを使っている絵え描かきさんからはしょっちゅう怖い話を聞くので。

谷　川：僕の前のパソコンも、書いてる最中に突とつ然ぜんブルースクリーンになったことが。

いとう：大変じゃないですか！

谷　川：もう「ああ……」って。

いとう：やる気なくしますよね～。

谷　川：それでちょっと原稿が遅おくれたと思っていただければ。

編集１：「思っていただければ」って！

谷　川：でも朗報もありまして。東京の仕事場で使っているノートパソコンの、親指シフトの問題の画期的な解消システムをこの前発見しました。親指シフトってＯＡＳＹＳじゃないと普ふ通つうに動作しない設定なんですけど、僕ＡＴＯＫを使っているので、かなり不自然な環かん境きようで仕事してるんです。で僕はＯＡＳＹＳでも元々はＷＸ使いなので……。

いとう：分からなくなってきた！

編集１：谷川さんあの、それ四〇代以上でないと分からない話かと。

谷　川：ＷＸ─２、３、ＧにきてようやくＡＴＯＫに移行して、その環境で使っているので、親指シフトだとかなり不自然になるんです。うっかり親指シフトキーを先に押すと、日本語入力モードが解除されるという。だから同時打だ鍵けんしないといけない。

いとう：それめっちゃ大変じゃないですか!?

谷　川：うん、でもこの日本語入力モードが解除されるモードを解除するキーカスタマイズを発見したわけです。

いとう：ややこしい！（笑）

谷　川：今はこの不具合から解放されて非常に快適です。

編集２：おお、じゃこれからますます筆が進みますね！

谷　川：まあ東京のノートパソコンだけの話ですけど。

編集１：しかしこれ、今のライトノベル読者おいてけぼりの話題ですね。

いとう：私もかろうじてＯＡＳＹＳは知っているけど……という位ですからねえ。でもハルヒは幅はば広ひろい年代の人に読まれているから、分かる方も結構いるんじゃないですか。

谷　川：ＷＸ知らないとは、君ぃ！

いとう：（笑）。でもそれが生産終しゆう了りようしてしまったらどうするんですか。

谷　川：うーん、まあ親指シフトキーボードが完全に絶ぜつ滅めつすることはないですよ。一定の需じゆ要ようがあるので。

いとう：あ、そうなんだ。

谷　川：だから僕は今こう言いますね。「もしあなたが作家になりたいのであれば、まず最初に親指シフトキーボードを導入すべし。まずはそこからだ！」と。

いとう：まじですか!?

谷　川：まじです。

いとう：すごいこだわりですねえ。

編集１：すごいアドバイスだなあ、プロットでもなくキャラ作りでもなく、まず親指シフトからですか（笑）。

谷　川：何せね、ほんとにすごい楽。桁けた外はずれに楽。僕も最初はローマ字入力だったんですよ。でも十数年くらい前に、結構色んな作家さんが親指シフト親指シフト言ってたのでいっぺん導入してみようと思ってやってみたんですよ。最初はそりゃ打ちにくかったですよ。でも一週間くらいひたすら練習していたら、こんなに素晴らしいものはないわーと考えが変わりました。

編集１：（笑）谷川さん、今いくつキーボード持ってるんですか？

谷　川：三つくらい。その販はん売ばい中止になったやつと、今使っているやつと、それが使えなくなった時の緊きん急きゆう措そ置ち用にＵＳＢ接続のコンパクトなやつと。

聞き手：谷川さんの親指シフトに対する思いがこれほどとは思いませんでした。

谷　川：親指シフトはもう、いったん慣れると離はなれられないです。






　　　　＊





聞き手：文章やイラストがデジタル作業で生み出されて、最近はそれを読む・見る側もデジタルデータで楽しむ流れになってきていますよね。ハルヒシリーズも、角川の「BOOK☆WALKER」でかなりの数がダウンロードされていますが。

谷　川：小説をダウンロードして読む気にはならないんだよなあ。漫まん画がならいいかな。

いとう：私は漫画もまだ紙がいいな……。小説の原げん稿こうも、出力したものとデータと両方送っていただきますけど、やっぱり紙で読むほうがいいですね。どうしても目が疲つかれてしまって。

聞き手：日々お仕事でモニターに向かっている方は、確かに読み物は紙かみ媒ばい体たいでというお気持ちになるかもしれませんね。出版の未来を考えると、紙の本はどんどん嗜し好こう品としての性質が強まっていきそうですが。

谷　川：欧おう米べいではそうなるでしょうね。

編集１：欧米は本屋の事情も日本とは違ちがいますしね。

谷　川：でも、何かを記録するメディアとして、紙以上のものはまだ出来ていないと思うんですよ。

いとう：デジタルデータはまだ何百年も残っているものってないですし、読むためのデバイスがなきゃ意味ないですからね。

編集１：一〇年前の５インチのフロッピーディスク、手元にあっても読めないですしね（笑）。

谷　川：そういえば今のパソコンってフロッピーディスクドライブ付いてないですね。

編集１：生産終了したんですよ、確か。

谷　川：僕が昔書いていた小説を残してるフロッピーディスク、２ＤＤなんだけど。だから、その頃ころ書いたものは全部お蔵入りですよ。僕のこの、青春の原点的な小説の数々が（笑）。

編集２：……読み取れる機種、探してきちゃいますよ？

谷　川：まあ、二〇年近く前に書いたものですけどね。高校生の時ね、文芸部にたまに行っていて、そこで使っていたのが２ＤＤのフロッピーディスクだったんです。文芸部で冊子を作るというんで、他の人の書き起こしをしてあげたりもしていました。

聞き手：他の部員の手書き原稿を、ワープロで清書してあげてたんですか？

谷　川：そうです。もう、なんじゃこりゃってひっくり返りそうになるのばっかりでしたけどね（笑）。

聞き手：どんな原稿だったんですか（笑）。

谷　川：文芸部は僕以外みんな女性だったんですけど、何というか、もうポエムなんですよね。

聞き手：ちょっと待って下さい、谷川さん以外、全員女性？　先程聞いた絵画部も女性率が高く、就職してからも若い女性に囲まれた職場って……。

谷　川：いや、部活は男女比半々くらいだったかな。

編集２：うらやましい……。

いとう：リア充じゆう度高いですね（笑）。

谷　川：なんっにも楽しいことなかったですけどね。

聞き手：またまた……。

谷　川：あ、でも確かに部活はまあ楽しかったということでいいかも。僕が一番青春していた時期です。

いとう：おおー。

編集１：甘酸っぱいですねえ。

谷　川：高校の文芸部は途と中ちゆうから行かなくなりましたけどね。何かのあとがきで書いたんですが、最初、文芸部を覗のぞきにいったら部長一人だけだったんですよ。文芸部ができた経けい緯いというのが、うちの高校の演劇部の脚きやく本ほん部門が独立して文芸部になったような形だったらしいんですけど。僕は美術部がメインだったんで週一くらいしか顔を出さなかったんですが、二人で会誌を作ったりしましたね。一年がかりで。

編集２：青春だなあ……。

谷　川：まあ部長は上級生だから先に引退してしまって、入いれ替かわりに新入部員はいっぱい入ってきたんですけど、そうしたらもういいやと思って行かなくなってしまった。

編集１：せっかく新入部員が入ったのに？

谷　川：だって全員女子だったんですよ。美術部には才能あふれる奴やつがいましたし。後に建築家になった人間もいたんですよ。アメリカの９・11同時多発テロの犠ぎ牲せい者しやを悼いたむ記き念ねん碑ひの国際コンペで優勝してそれを作った同級生とか。

いとう：すごい……！

谷　川：今世界のあちこちを飛び回ってますよ。

編集１：僕が前に聞いた時はドバイにいらっしゃると。

谷　川：ドバイでバブリーな仕事をやったかと思えば、あっちこっちで全然違う仕事をしたりしているみたいです。多分僕が人生で初めて会った天才かも。高校の時点で「あ、こいつ天才や！」と思いましたもん。彼とは今も連れん絡らくのやりとりあるんですが、これが英語で来るんですよね。

聞き手：ずっと英えい語ご圏けんでお仕事されているからですか。でも会えば日本語で話すんですよね。

谷　川：この前日本に帰ってきて、その時会いましたけど、まあ普ふ通つうに日本人でしたけどね（笑）。ただアメリカナイズされていて、「やあ！」みたいな。ハグされるレベルの。

いとう：ああ～、分かります！　まず握あく手しゆから始まって肩かたを抱だかれて、って日本人にはなかなか慣れないですよね（笑）。

編集２：逆に谷川さんが海外へ訪ねてみるのはどうですか。『驚きよう愕がく』も世界同時発売ですしね。ドバイで執しつ筆ぴつして英語のメールで連絡くださっても（笑）。

聞き手：環かん境きようが変わると執筆は難しいですか？

谷　川：親指シフトじゃないと遅おそいですね。

いとう：やっぱりそれかー（笑）。

編集１：そういえば昔、谷川さんに「近所のマクドナルドが閉店して原げん稿こうが書きづらくなりました」って言われたことあったなあ。

谷　川：あれはしんどかったです。ノートとボールペンだけ持っていってダブルチーズバーガーのセット頼たのんで、三時間も居られる環境ってのがなくなっちゃったのでね。

いとう：地元のマクドって落ち着きますからねえ～。

谷　川：かなり暇ひまな店で長い間いられたんですけどね。その時店の二階でノートをつけてて、ふと外を見たら「つるやゴルフ」って看板があって。「あ、じゃあ今書いてるこのキャラは鶴つる屋さんにしよう」と。

編集１：え、そうだったんですか？　僕つるやゴルフで買い物したりするのに、全然知らなかった……。

聞き手：打合せの合間に谷川さんとゴルフの話とかはしなかったんですね。

谷　川：今マスターズやってますやん。見ますやん。すんごいレベルで競い合ってるのを見るのは楽しいんですけど、でもプレー自体を自分でやる気にはならんです。

編集１：え、何でですか。

谷　川：あんなに広大なスペースが必要なスポーツ、日本でそんなにはやらなくていいですよ。それこそアメリカでやればいいのに。ゴルフ場が日本で一番多いのって兵庫県なんですよ。

聞き手：そうなんですか。やっぱり北部の方に多いんでしょうか。

谷　川：北部から中部ですね。ゴルフより麻雀の方がまだ健康的ですよ！　エコロジーにも配はい慮りよしてるし。

編集１：そりゃまあ麻雀の方が地球環境にはやさしいですけど。

聞き手：また麻雀……話が尽つきなくなりそうですので、ここでいったん締しめさせていただきますね。では最後に、谷川さんといとうさん、お互たがいへのメッセージをいただいてお開きとしてもよろしいでしょうか。

いとう：はい、では……ひとまずは『驚愕』の執筆、お疲つかれ様さまでした。

谷　川：ありがとうございます。

いとう：色々とまだ頭の中に次の構想が眠ねむっていらっしゃるようなので。私もハルヒたちを生き生きと描えがいてあげられるよう頑がん張ばりますので、ひとつ今年もよろしくお願い致いたします。

谷　川：描いていただけますか。

いとう：（笑）描きます描きます！

谷　川：「もうイラスト担当降りる」とか言われたらどうしようかと。

いとう：いや描かないわけがないですよ！（笑）本当に描いていて楽しい子たちなので、頑張ってまた続きを書いて下さい！

谷　川：いや、本当に今回は遅おくれまして申し訳ありませんでした。いとうさんのスケジュールも色々あったはずなのに。

いとう：いえいえ！

谷　川：きっと「いつ原稿来るんですか」て何度もスケジュールを確認させてしまったはずなのに。

いとう：大だい丈じよう夫ぶですよ！（笑）

谷　川：なので本当に申し訳なく。待っていて下さった読者の方にも申し訳なく……という思いでございます。

編集２：でも先程、今後の素晴らしい構想を聞かせてもらいましたし、これからばりばりと書いて頂ければ！

谷　川：できれば！　……できてたらこんなに引っぱらないけど。

編集２：えっとじゃあ、ぼちぼちと書いていきましょう！

谷　川：ぼちぼちと。









[image: 第六章　補足事項]







　「涼宮ハルヒ」シリーズ　メディア展開




■コミック

・角川コミックスエース『涼宮ハルヒの憂ゆう鬱うつ』（漫まん画が＝ツガノガク）十四巻まで発売中

・角川コミックスエース『涼宮ハルヒちゃんの憂鬱』（漫画＝ぷよ）五巻まで発売中

・角川コミックスエース『長門有希ちゃんの消失』（漫画＝ぷよ）二巻まで発売中

・角川コミックスエース『にょろーん ちゅるやさん』（漫画＝えれっと）全一巻


（すべて発行＝角川書店）



　　　　＊

　漫画版『涼宮ハルヒの憂鬱』は、二〇〇五年より「月刊少年エース」で連れん載さい中。原作の内容に沿いつつ、単行本描き下ろしで時代設定を変えた番外編なども描いている。

　また四コマ＆ショートギャグ漫画『涼宮ハルヒちゃんの憂鬱』が二〇〇七年から「月刊少年エース」と「４コマｎａｎｏエース」で連載中。ちょっとシュールなギャグとＳＤキャラになった時の可愛らしさが人気を博し、二〇〇九年から「ヤングエース」でも『長門有希ちゃんの消失』が連載されることとなった。

　このほか公式パロディ四コマ漫画『にょろーん ちゅるやさん』が二〇〇八年から約一年間「月刊少年エース」と「コンプエース」にて連載されていた。こちらは鶴屋さんを主人公に、ほぼオリジナル作品に近い内容となっている。







■ＴＶアニメーション

・ＢＤ‐ＢＯＸ「涼宮ハルヒの憂鬱 ブルーレイコンプリートＢＯＸ」二〇一〇年十一月二十六日発売／角川書店

　　　　＊

『涼宮ハルヒの憂鬱』は、二〇〇六年と二〇〇九年の二度にわたってＴＶアニメ化された。制作は京都アニメーション。キャストは涼宮ハルヒ＝平ひら野の綾あや、キョン＝杉すぎ田た智とも和かず、長門有希＝茅ち原はら実みの里り、朝比奈みくる＝後ご藤とう邑ゆう子こ、古泉一樹＝小お野の大だい輔すけ、ほか。

　二〇〇六年四月から全十四話で放送されたアニメは、原作の『憂鬱』『溜ため息いき』『退たい屈くつ』『暴走』の内容をもとにストーリーが構成されている。だが、第一話の内容が『憂鬱』ではなく、『溜息』でハルヒたちが撮さつ影えいした自主制作映画「朝比奈ミクルの冒ぼう険けんEpisode 00」そのものという内容になっていたため、原作を未読の視し聴ちよう者はもちろんのこと、原作ファンも驚おどろき、話題となった。さらに映像のクオリティの高さや楽曲の素晴らしさも相まって爆ばく発はつ的な人気を呼び、ファンがキャラクターソングを歌ったり演奏したり、またエンディングの映像を真似まねて踊おどったりして、その様子を動画サイトにアップする行こう為いが流行した。関連グッズやコスプレも人気となり、社会現象として注目されるほどのブームとなった。

　二〇〇九年四月から放送されたアニメは、二〇〇六年版の十四話に新作十四話を織り交ぜて放送する形となった。その中の新作エピソード「エンドレスエイト」は、ハルヒの願望によってキョンたちが同じ夏休みを繰くり返かえすという原作ストーリーに則り、夏休みの話が八話放送された。再放送ではなく、あえて一話ずつ新規の作画とアフレコを行うというユニークな試み。







■ネット配信アニメーション

・ＢＤ‐ＢＯＸ「涼宮ハルヒちゃんの憂鬱＆にょろーん ちゅるやさん Blu-ray Disk Box」二〇一〇年八月二十七日発売／角川書店

　　　　＊

　前述の漫画『涼宮ハルヒちゃんの憂鬱』と『にょろーん ちゅるやさん』がアニメ化され、二〇〇九年二月より約三ヶ月間、ＹｏｕＴｕｂｅの角川アニメチャンネルで配信されたもの。制作は京都アニメーション、キャストはＴＶアニメ版と同様である。







■劇場版アニメーション

・Ｂｌｕ‐ｒａｙ＆ＤＶＤ『涼宮ハルヒの消失』二〇一〇年十二月十八日発売／角川書店

　　　　＊

　二〇〇九年十月のＴＶアニメ放送終しゆう了りよう直後に劇場版制作の告知ＣＭが放送され、翌二〇一〇年二月六日に公開された。上映時間一六三分というボリュームで丁てい寧ねいに描かれたストーリーはファンからも高く評価され、興行収入八・五億円を記録。その後発売されたＢＤ／ＤＶＤ『涼宮ハルヒの消失』は約二十万本を売り上げた。







■ゲーム

・ＰＳＰ「涼宮ハルヒの約束」二〇〇七年十二月二十七日発売／バンダイナムコゲームス

・ＰＳ２「涼宮ハルヒの戸惑」二〇〇八年一月三十一日発売／バンプレスト

・Ｗｉｉ「涼宮ハルヒの激動」二〇〇九年一月二十二日発売／角川書店

・Ｗｉｉ「涼宮ハルヒの並列」二〇〇九年三月二十六日発売／セガ

・ＮＤＳ「涼宮ハルヒの直列」二〇〇九年五月二十八日発売／セガ

・ＰＳＰ・ＰＳ３「涼宮ハルヒの追想」二〇一一年五月十二日発売／バンダイナムコゲームス

　　　　＊

　アニメ版のキャラクターをベースに、さまざまな「ハルヒ」のゲームが制作されている。「約束」は北高祭前日に起こった異変をＳＯＳ団が解いていくアドベンチャーゲーム。「戸惑」はＳＯＳ団がゲーム作りにチャレンジし、色々なゲームを作ってハルヒを満足させるという内容。「激動」は楽曲に合わせて振ふり付つけをするダンスゲーム。「並列」はゲームオリジナルキャラが登場し、豪ごう華か客船の中でハルヒたちが騒そう動どうを巻き起こすフルボイスアドベンチャー。「直列」は夏休み中の北高でＳＯＳ団が学校の怪かい談だんに挑いどむアドベンチャーゲームとなっている。「追想」は劇場版アニメ『涼宮ハルヒの消失』エンディング直後から物語が始まり、プレイヤーはＳＯＳ団の存在しない北高祭を何度も経験しながら、元の世界に戻もどる方法を探す。

　なお二〇一一年現在、ＮＤＳ「涼宮ハルヒちゃんの麻雀」とＧＲＥＥアプリ「涼宮ハルヒの団結」が開発中である。







■電子出版関連

・ｉＰｈｏｎｅアプリ「THE DAY OF SAGITTARIUS [image: Ⅲ]」二〇一〇年二月十六日配信開始

・電子書しよ籍せき「ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ内『涼宮ハルヒ』シリーズ」二〇一〇年十二月配信開始

・ｉＰａｄアプリ「アニメロイド『涼宮ハルヒのＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲナビ』」二〇一一年四月二十五日配信開始


（すべて提供＝角川書店）



　　　　＊

『涼宮ハルヒの暴走』に収録のエピソード「射手座の日」で描えがかれた、コンピ研とＳＯＳ団のゲーム勝負。そのゲームをイメージしたアプリがｉＰｈｏｎｅで遊べる。

　角川グループの電子書籍配信プラットフォーム「ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ」では「涼宮ハルヒ」シリーズが配信中。現在「憂ゆう鬱うつ」～「分ぶん裂れつ」までの文庫既き刊かんと、前述のコミックスが購こう入にゆうできる。二〇一一年夏には「驚きよう愕がく」も配信予定。Ａｎｄｒｏｉｄ版とｉＯＳ版がある。

「涼宮ハルヒのＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲナビ」は、アニメーションと音声でＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ内のコンテンツを紹しよう介かいするｉＰａｄアプリで、無料配信中。













※文中のデータは二〇一一年五月現在のものです。今後発売・配信が変へん更こうされる可能性もありますのでご了りよう承しよう下さい。







　「涼宮ハルヒ」シリーズのあゆみ





二〇〇三年　二月　　第八回スニーカー大賞にて応おう募ぼ総数四二五作の中から、谷川流の『涼宮ハルヒの憂鬱』が〈大賞〉を受賞する。

二〇〇三年　四月　　「ザ・スニーカー」二〇〇三年六月号にスニーカー大賞受賞者・谷川流のインタビューが掲けい載さい。

二〇〇三年　六月　　『涼宮ハルヒの憂鬱』発売。

二〇〇三年　十月　　『涼宮ハルヒの溜ため息いき』発売。

二〇〇三年十二月　　「ザ・スニーカー」二〇〇四年二月号に初の涼宮ハルヒ特集記事が掲載。

二〇〇四年　一月　　『涼宮ハルヒの退たい屈くつ』発売。

二〇〇四年　八月　　『涼宮ハルヒの消失』発売。

二〇〇四年　十月　　『涼宮ハルヒの暴走』発売。名古屋、大阪で谷川流が初のサイン会を実施。「ザ・スニーカー」二〇〇四年十二月号で「長門有希の１００冊」を特集。

二〇〇四年十二月　　『このライトノベルがすごい！』二〇〇五年版で一位を獲かく得とくする。

二〇〇五年　四月　　『涼宮ハルヒの動どう揺よう』発売。

二〇〇五年　八月　　「ザ・スニーカー」二〇〇五年十月号でアニメ化が発表される。

二〇〇五年　九月　　『涼宮ハルヒの陰いん謀ぼう』発売。

二〇〇五年　九月　　「月刊少年エース」で漫まん画が『涼宮ハルヒの憂鬱』連れん載さい開始。

二〇〇六年　四月　　ＴＶアニメ放送開始。第一話で「朝あさ比ひ奈なミクルの冒ぼう険けんEpisode 00」を放送し話題に。動画サイトでファンによる投とう稿こう動画が急増、ブームとなる。

二〇〇六年　五月　　『涼宮ハルヒの憤ふん慨がい』発売。

二〇〇六年　六月　　ＴＶアニメ放送話数十二話「ライブアライブ」が話題となり、関連ＣＤがスマッシュヒット。

二〇〇六年　七月　　「月刊ニュータイプ」でアニメ版「涼宮ハルヒの憂鬱」が初表紙を飾かざる。

二〇〇七年　三月　　大宮ソニックシティでライブイベント「涼宮ハルヒの激奏」開かい催さい。

二〇〇七年　四月　　『涼宮ハルヒの分裂』発売。

二〇〇七年　七月　　七夕の日、朝日新聞朝刊の全面広告でアニメ第二期の制作が発表される。「月刊少年エース」で漫画『涼宮ハルヒちゃんの憂鬱』連載開始。

二〇〇七年十二月　　ＰＳＰ「涼宮ハルヒの約束」発売。

二〇〇八年　一月　　ＰＳ２「涼宮ハルヒの戸惑」発売。

二〇〇八年　六月　　アニメ第二期改め「新アニメーション」の制作が発表される。

二〇〇八年　九月　　「涼宮ハルヒちゃんの憂鬱＆にょろーん ちゅるやさん」のアニメ化発表。

二〇〇九年　一月　　Ｗｉｉ「涼宮ハルヒの激動」発売。

二〇〇九年　二月　　角川アニメチャンネルで「涼宮ハルヒちゃんの憂鬱＆にょろーん ちゅるやさん」配信開始。

二〇〇九年　三月　　Ｗｉｉ「涼宮ハルヒの並列」発売。

二〇〇九年　四月　　ＴＶアニメ「涼宮ハルヒの憂鬱」改めて放送開始。

　　　　　　　　　　東京厚生年金会館にてクラシックコンサート「涼宮ハルヒの弦げん奏そう」開催。

　　　　　　　　　　いとうのいぢ画集「ハルヒ主義」発売。

二〇〇九年　五月　　ＮＤＳ「涼宮ハルヒの直列」発売。

二〇〇九年　七月　　新ＴＶアニメで「エンドレスエイト」のエピソードが話題となる。

二〇〇九年　十月　　ＴＶアニメ放送終しゆう了りよう後、劇場版「涼宮ハルヒの消失」情報が発表される。

二〇一〇年　二月　　劇場版アニメ「涼宮ハルヒの消失」公開。

二〇一〇年　四月　　ロッテ「ＡＣＵＯ」のＴＶＣＭにハルヒ、長門、みくるのアニメ版キャラクターが起用される。

二〇一〇年　四月　　雑誌「ザ・スニーカー」に『涼宮ハルヒの驚きよう愕がく』冒ぼう頭とうが先行掲載される。

二〇一〇年十二月　　ＢＤ／ＤＶＤ『涼宮ハルヒの消失』発売。

　　　　　　　　　　『涼宮ハルヒの驚愕』発売日と全世界同時発売決定の告知が発表される。

二〇一一年　二月　　カトキハジメ×いとうのいぢコラボ「COMPOSITE Ver.Ka 全領域汎はん用よう人型決戦外骨格SOS-01ハルヒロボ（ハルヒ☆隊長☆専用機）」がバンダイから発売。

二〇一一年　四月　　『涼宮ハルヒの驚愕』初回限定版の初版部数が五十一万三千部に決定。

二〇一一年　五月　　ＰＳＰ・ＰＳ３「涼宮ハルヒの追想」発売。

　　　　　　　　　　『涼宮ハルヒの驚愕（前）（後）』初回限定版発売。東京で谷川流、中国でいとうのいぢの発売記念サイン会が行われる。

二〇一一年　六月　　『涼宮ハルヒの驚愕（前）（後）』通常版、『OFFICIAL FANBOOK　涼宮ハルヒの観測』（本書）が発売。
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